








要約 

ビタミン D は,Ca および P の吸収に関与し,骨成長に重要な働きをしているが,近年我々を

含め多くの施設から母乳栄養の未熟児においてクル病が比較的多く発症し,その発症原因

として P欠乏およびビタミンD欠乏などが考えられると報告されている。今回,母乳栄養の

未熟児クル病の発症に及ぼす影響を観察する目的で,未熟児を出産した母親の母乳中の活

性型ビタミンD濃度を測定したところ,産後3-7日の母乳中の25 OHD濃度は,成熟児を出産

した母親の産後 3-7日の母乳中の 25OHD 濃度と差は認められなかった。[1.24±0.62(mean

±SEM)ng/ml vs. 1.11 士 0.25ng/ml]しかしながら,その後経口的に上昇する傾向が認めら

れた。一方 1.25(OH)2D 濃度は,産後 3-7日の母乳では,未熟児を出産した母親の母乳の方が

成熟児を出産した母親の母乳よりも有意に高値であった。(28.9±15.5pg/ml vs. 6.8±

1.4pg/ml)その後は,経日的に低下する傾向を認めた。以上の成績から,未熟児を出産した母

親の母乳中の活性型ビタミンD含量は,成熟児を出産した母親の母乳中の活性型ビタミンD

含量よりも有意に高値であるが,哺乳量を考慮すると,所要量を満たしているとはいえず,

ビタミン Dの補充が必要であると考えられた。' 


